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宇季大捷玄膳法師事跡小孜

張郷麗

はじめに

玄護法師は、現存最吉となる例経音義書 f一切経音義j(以下は!程音剥と稿す)を

撰遮した字事大諜として、後世の縦素、事究から高い評価を受け捜けている O この

玄醸の出生、出自、法眠、示寂等を含めた事跡については、 I~nî倍、 i奇撃にかかわる

僧籍、倒博中にも、傍文を欠き、その詳細は不明のままである O だが、玄感は、三

蔵法師玄奨が主導した新諜時代の翻経事業に深くかかわり、帝認を受けてその諜場

に参列した人物であるため、その足跡、の一部が玄英の諜場記録中に残されている O

玄突の誇場の寅態については、 f関元種敬録』巻第八にl明言されているところが

あり、そこには、この謹経封象の例経名栴はじめ、詩出に関わる諜主(玄英)、諜場、

誇経時期等が詳細に記されている O しかしながら、詳経に加わった多くの大徳、

{曾達はその一角の「筆受Jr諮文」者等(例えば、静機、大乗光等)の名がわずかに摘記
されるのみである Oこうした中、幸いにも、誇場に加わっていた玄j惑については、各々

の謬出経典の巻首末に銘記される「詩場列企jの表記によって f正字J~露首として

の姿がかろうじて確認できる O こうした玄爆に関わる「謬場列位Jの資料は、奮来

数黙のものが見られる程度であった〔注1)。しかし、日中の古海経資料中に新たに検

出されるものがあり、玄懸の事跡の考察が促されるようになった。

ところで、玄懸の撰連書については、 f玄態音義j以外に、数種のものがあった

らしい。それらの中に、日本中世の法相宗の皐館蔵俊の『東域傍燈自録jには、他

の著述と共に『大慧度経音義』三巻、また、向永超の f注進法相宗章疏』には、『大

般若経昔義j三巻の書名が控えられている(何れも快書)。このうちの『大慧度経音義j

三巻については、先に、紳田喜一郎氏が、「慧度jは党語の f般若波羅蜜多jの漠

誇語であるから、 f大慧度経音義jは剖ち『大般若経音義jと見られると述べ、さら

に『大般若経jは玄突が龍朔三年 (663)に誇了した六百巻の経典であり、玄躍の『一

切経音義jに含まれていないので別行したものと見える、との推論を級っている〔注2)。

神田氏の護言ののち、築島裕氏以下の諸事が、『大慧度経音義』三巻、f大般若経昔義j

三巻について、玄!躍の著作か否かをめぐって諸論を交わすこととなったが的3)、玄突

が主導した誇場に貞税十九年から加わっている玄嬉は、果たしてこの f大般若経j

の誇経事業に加わっていたのであろうか。そして新たに諮出されたこの経に釣して
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の音義書、すなわち、 f大慧度経音義j三巻、乃至『大般若経昔義J三巻を撰述し

ていたのであろうか。玄懸の示寂時期の関明などにも関わるこの問題の解明を目指

して、近年はややの卒者が論考を護表しているが借り、何れも推論が勝り、蕎説

を襲うのみの!惑がある O

そこで、本稿では、筆者が新たに検出し得た「誇場列位」の資料等を含め、改め

て諸先撃の研究を踏まえつつ、誇場に於ける足跡をたよりに、玄患の事跡、及びそ

の著述『玄懸音義jまた、一部の研究者間に玄膝撰述と見られている『大般若経音

義.]a大盤度経音義.nについて小孜を試みることとしたO

一、玄撲の誇場から見た玄感の事跡

1、玄突の諮;場と玄態

さて、玄践の事跡については、慧立の『大唐大慈恵寺三蔵法師傍J巻第六、遁宣の『大

j苦内典銀J巻五、 i司『捜高僧{専j容第三十、向「大j吾衆経音義序」などにその断片

Ij/~ な記事が散見される O それらによれば、玄鷹が、省特大綿持寺沙門であり、字皐

大徳として玄突の詳場に参列し誇経活動に従ったこと、また、北湾沙門遁慧『一切

経音Jの不備をl嘆き、f玄腔昔義Jを撰述することとなったさまなどの概ねがわかる O

しかし、玄懸の生卒、法J]鼠、師承等の平生の事跡については、未詳のままで、わず

かに誇経時の活動の一部が、諜経組織の記録である「諜場列位」から窺えるのみで

ある O

かつて紳田喜一郎氏が、「誇場列位」関連資料にもとづき、玄突の詳場における

玄!患の活動について精敏な論考を行ったことがあるが、その折、行論を支えるため

に蒐集した「詳場列位」資料は四黙に過ぎなかった。紳田氏の論考後表以降には、

この Im~~I~îの資料以外に、日本傍裁、敦士皇所出の誇経関係資料中に、玄麿の行賞を追

跡可能にする「諜場列位J遺墨の追求が始められたが、これを検出することはなか

なかに図難であった。幸いにも、筆者は、臼本の古潟経、及び敦憧日!T出窓経遺品等

を縦覧し、そのIゃからさらに十三黙に上る玄突誇経時の「誇場列位j記を探り嘗て

ることができた。今それらの主要部分を誇出時)11買に配列して示すことにしたい。

〔表 1J 
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ーん一会主子正一一l一白一色目---f~----------r -一一日-----r-----一一品----------1五五むJi---
〔補注2)

僻地経 貞観十九年 (645) 大慈恩寺翻経 緯持寺沙門玄態正字 法裁敦憧寓絞
七月十五日 i定 (P.3709) 

〔補注3)

顕揚聖敬論巻第五 貞観十九年 (645) 弘福寺翻怒!淀 大線持寺沙門玄藤正字 藤井:有隣館磁

十月一日~二十年 〔主Ii注4)
(646)正月十五日

大乗五謹論 弘福寺翻経院 翻j経沙門玄際 石iiJ-I寺一切経
五月十日 〔補注 5)

議伽締地論巻第一 貞観二十年 (646)五 弘福寺翻j経i琵 大秘、持寺沙問玄懸正字 大正磁301m.
月十五自~二十二年 石山寺一切経
(648)五月十五日

向巷第十一 !可 i司 i司 石山寺一切経

同巷第三十四 !司 l司 i可 石山寺一切経

1司掛け一| 同
I727経題蹴i姐見鍬』
日ilr注6)

ー自由同事件 E幽曲目日ーー】幽曲目ーー回 ーーーーーーーーーー百田由---ーーー皿ー 時開ーー四-----同時--甲ーーーーーー】 骨骨ーーー園田時 --ー】』叫--日------

同巷第一百 i可 同 大維持寺沙門玄肱jI字 大正殿30'fJJ]-
大維持寺沙門玄態~査文 f古結~i笠紫鍬j。nr注7)

ftil-綬題i世間見鍬j

国明入正理論巻第 貞観二十一年 (647) 弘福寺翻j経院 大縦、持寺沙門玄i控LiI字 大正磁32!JJJ

天詩関経 貞税二十二年 (648) 弘福寺翻経院 大*!堅持寺沙門玄i墜正字 書道博物館減
三月一十日 〔補注8)

解j架密経巻第三 i 貞 ÿÐ~ij-二 (648) 十月 弘福寺翻経j完 大徳持寺沙門玄躍正字 杏雨書屋戴
〔補注9)

同巻第五 i司 i司 同 f古経題践随見錦j

大乗大集地蔵 1-輪 ※永徽二年 (651)正 大慈恵寺翻経 大組持寺沙門玄賠正字 大正戴 131JJJ
経巻第十 丹二十三日~六月 1¥完

二十九日

間違磨大毘婆沙 l※顕慶元年(附 大慈恩寺翻経 大慈恵寺沙問玄l忠正字 大正競27JlJ]
論巻第一 月二十七日~四年 i境 f古経捜索jf;1d

(659)七月三日

説一切有部初当論 l顕慶二年 (657)正月 大内)1出資閤 大慈恵寺沙問玄[@正字 長111回喜一郎「東洋
器第一※ 二十六日~五年 (660) (玉華寺)* 鼎説林」仁1*脅

五月七日 〔ネilli.主 10J

*現在の I~東西省北部の宣君j綜に所在した寺続。「永徽二年 (651)、玉華宮を!寵して矧;寺と矯す j と f奮

居f書j巻四〈高宗本紀J二〉中に記されている。

〔補注目敦埠寓経。首寓本は、貞観二ト二年 (648)八丹一日、1.4長二|二芳の書寓になる o (中i謹11盟家|霊i藷:

館蔵 陳i互作文i皇t)J鈴銭f則五九表にf，!J(文、のち f館蔵敦埠遺書精粋jに牧ilを)
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〔ネm注2)抄潟年代不明、敦佳寓経と見られる O 京都圏立博物館 fF柑 2古経i薗錦j二三五 |語版96 11百

和三十九年三月所~文)

umu: 3J敦埠潟経。古謁本は、貞娘二一1-二年 (648)八月ト九日の書寓。(フランス圏立i薗書館所蔵?法
政敦埠西域文献j第27JJJl41頁所牧)

〔補注4)敦埠寓経。首潟本は、上記の f大菩鑑識経j巻三と|可様、貞観二十二年 (648)八月一日、蘇
士芳の諸になる o (藤井有都館;飯 藤井善助編11奇『篤敬三E安部』有部館 1942年 1月 第一三園

所Jj文)

〔掃討;15)税JUJ寓本。石iJ-I寺文化財綜合調査l軍編『石山寺の研究一切経篇j(法戴館 1978年3月451頁)

〔補注6JI王11:1:1光額 11母集[古経J¥¥fI政槌見緑j務第 1-2 大正 8年8月 15日

〔補注 7)縁11前南渓徹定若 I古経控索j;!JUiiiz:Jll1 文久3i1三輯録(I昭和田十七年八月影E:!] 東山皐盟)

〔ネiIlu:8J磯部彰編 f台東区立書道持物館磁 1:1:11寸不折!日蔵馬域墨書集成j1=1:1 2005年3月(図版071)

〔ネill注9)武日3科学振興財団杏m喜屋編 f敦健秘笈 彩片JJlJ-j 2009年10月(羽 008司16)
日iIl注 10)r前111EEI喜一郎全集j第 l巻「東洋平設林J口総(同月)j舎 昭和六十一年一月)

さて、 I蕎!奇書jI巻百九十一列傍第百四十一Jには、

1(1曾玄突)貞W~十九年、蹄至京 I~m。太宗見之、大悦、典之談論。於是認~l守党本

六百五十七部於弘福寺約課、の救右僕射房玄齢、太子左庶子許敬宗、慶召碩撃

沙門五十鈴人、相ojJ整よヒ。J

との記述が見られる O 宿j頗を果たし、印度より併;経等を荷い、雲嶺を超え、流沙を

冒し、西域を経て締i蓋|した玄突は、太宗の招きを受け、長安弘福寺初経院に入札

誇経事業に着手した。 11寺は貞 Ym~十九 (645) 年五月であり、この時玄突のもと弘福寺

ffi1J経践に雲集したのは、慧立『大唐大慈恩寺三蔵法師惇J巻第六によれば、大小乗

経論を詰Wi:し推挽された詮義大徳の十二人、綴文大徳の九人で、あったとされる O し

かもこの二十一人に績いて、

「又有字皐大徳一人至、部京大娘、持寺沙門玄感」

と記されている玄態とさらに諮党語大徳玄諜一人が奉げられており、総勢二ト三名

がm君主主に携わったという O
〔表1]にも示されているように、玄患は貞続十九年 (645)から弘福寺翻経院にお

いて玄突の最初に手がけた『大菩薩裁経』二十巻の誇経に字挙大徳川 5) として参

加し、それ以来、「大総持寺沙問玄j憲 正字j役として、「大慈恩寺翻経院j等に於

いて諸種の併経の漢詩に携わった。こうして、額慶二年 (657)に大内)11買賢閣におい

て行われた『説一切有部設智論jの諮出にも参加していった。これらのことは全て

にわたってではないが、各諜経の者頭、巻末等に明記された「誇場列位jの表記から、

職位、止住寺等の婆還を含めた概略の道程が確認できる O 諸資料、偽書序版、及び「諜

場列位」記によれば、玄藤が寅に十三年訟もの問、歎々として玄突の誇経事業に加

わっていたことが知られるのである O
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現存する「誇場列位jの資料からすれば、玄突の誇経において「筆受JIg登義JI綴
文J等の役割は、何れも複数が置かれたようである O しかしこれに釘して、「正字J

役はほぼ一人で、それに首たっているのは玄謄その人である O 但し貞観十九年五月

出の f大菩薩識経j(巷第三)、貞叡二十二年五月諜出の円余伽師地論j(巻第一百)、

額慶元年七月詳出のれ可毘達磨大毘婆沙論J(巷第一)、及び顕慶二年七月詩z出の{説

一切有部設智論j(巻第一)の四品に関しては、「正字J捻蛍が玄腔ーのほかに、 i努j番、

義褒とされている O おそらく第一謬の f大菩薩戴経j諜出の折には高全を期すため

もあって「正字」役二人を置き、また後の円余伽師地論j、『大毘婆沙論』、愛智論j

等のような百巻にも二百巻にも及ぶ長巻の経典の謬出時には、翻経の人員も職位も

披充し、複数の「正字j役が置かれたのであろう O なお、 f大毘婆沙論j、f設智論J

の誇出時は、恐らく玄懸の暁年に意たっていたようである O

2、玄撲の諜経と f玄感音義』

玄突は圏禁を犯して西行し、中天竺に到って僻事を墜んだのち、六在五十七部の

経典を携えて蹄朝して、皇帝太宗他のj克護を受け、以後の生涯を隷経に従ったが、

示寂するまでの間に漢誇を果たしたのは、 51守来経典のうちの七十五部、…三三五巻

であると、 f開元韓敬録』なとマに記録されている O こうした玄突の諜場で顕初より

十三年齢もの問、「正字」役を戴いて翻経活動を繍けた玄懸の足跡のー]涯は、先頃

で述べた通りであるが、ここでは、玄突の諜経に従った玄FÆ~ I~ 身が残した{玄j態音

義jの寅態について省察を試みることとしたい。

神田喜一郎氏以来言及されているように、『玄嬢音義J全二十五巻のうち、袋

二十ーから二十五拳の計五巻は、玄突の新誇した経典に施した音義である O ここで

その末五巻の音義と玄突の新誇経典の関係を具に把握するため、音義名、経典名を

釘比しつつ、一覧表示することにしたい。

〔表2J 『玄嬢音義』末五容と玄突の諜経封照

玄臆音義 玄奨詳経
ーーーーーー--鴨再 ーーーーー閣時時ーーーーー---押 ーーーーーー--曲岬ーーーーーー自由曲目ーー---ー同四時四品目ー ---【時四四四ーーーーー四百 時ーーーーー--時四ー--
容次 音義名(株呂敷) 経典名(岩数) 部別 謀総l時間

巻二十一 大菩薩識経(157) 大菩薙菰経(20) 質積部 貞観十九年(645)五月二日~九
月二日

同 大乗十輪経(74) 大集地織卜輪組(10) 大集部 永徽二年(651)正月二十三日~
六月二十九日

i司 説無垢栴経(25) 説無垢栴経(6) 経集部 lI<f){a元年(650)二月八日

!司 解j栄密経(7) iql{:i菜密経(5) 経集部 貞腕二十一年(647)五月十八日
~七月十三日
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l可 分百Ij縁起経(1) 分百IJ縁起初勝法門経(2) 経集部 ik徽元年(650)二月三日~八弓

同 能断金制般若経(5) 能i針金i削般悲経(1) 般若音1¥ 貞蹴二十二年(648)十月一日

i可 菩薩戒本(5) 菩薩戒本(1) 律音1¥ 貞組二十三年(649)七月二トー

5 

i司 都讃j乎ゴニ主主(6) 都讃j手ゴ~191l撮受蛭(1) Z若干責部 永徽元年(650)正月一日

i司 イリ!l地経(2) 191;説191;地経(1) 経集部 貞観十九年(645)七月ト五5

|可 示敬!J券J;Ti王経(11) 如来示敬勝軍王経(1) 経集部 貞離二十三年(649)二月六日

j可 如来記法性経(4) 191; 141i.浬繋記法住経(1) 浬繋部 永徽三年(652)四月四日

I百j 六!巧wt*，iJ1JE経(5) 六門陀羅尼経(1) 密教部 貞税十九年(645)七月卜1m日

|司 般若心経(2) 般若波羅密多心経(1) 般若部 貞観二十三年(649)五月二十四
日

巻二卜二 端情11師地論(513) f設勃f1llilil也論(100) 3散命日部 貞税二十年(646)五月十五日~
貞観二十二年(648)五月十五日

巻二十三 組i揚盟敬論(101) 組1揚竪敬論(20) E金制i部 貞観十九年(645)ト月一日~
二十年(646)正月ト五百

i司 釘法論(85) 大衆|可毘迷路雑集論(16) 瑞曲目音1¥ 貞淑二十二年(648)十月一日

|可 j語大乗論(91) J謡大乗論稗(10) 聡劫Il部 醐二|仰口日;1
貞観ニト三年(649)六月十七5

!司 j資百論(62) 大乗)J)i'f百稗論(10) 見さま部 永徽元年(650)六月二十七日~
十二月一十三百

i司 。IJ地経論(10) 制IJ地主主論(7) 1華経論部 貞税二十三年(649)十月三日~
十一月一十四日

i司 掌弥論(8) 大乗掌祢論(2) 中観部 永1~&元年 (650) 六月 1-B 

IfrJ 王tt~JE~[論 (4) 王法If理論(1) J¥i((伽l部 貞W~二十三年 (649)七月十八日

!可 大乗j夜業論(9) 大乗成業論(1) 論知Il音11 永徽二年(651)間九月五日

i司 正:11日1311論(2) i翠|珂IDJJlI羽 論集部 貞税二卜三年(649)十二月
二十五日

i司 大乗五菰i論(3) 大乗五認論(1) E最知Il音1¥ 貞親二十一年(647)二月二十四
日

器二一1-1思 阿見透陪{呉令論 阿見達磨{呉舎論(30) 昆曇吉1¥ 永徽二年(651)五月十日~五年
(292) (654)七月二十七日

巻二ト五 11可児達磨)11貢正理論 11可j主連謄)11&正理論(80) 毘曇部 永1f&:四年(653)正月一日~五年
(258) (654)七月十日

し一一一一
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さて、 f関元懇救録J巻第八には、

「其年(貞観十九年)五月方操貝葉開演焚文、倉Ij諜 I大菩薩戴経j、沙門遁宣執

筆弁制綴詞理、又復穿翻問;地経 r六円陀羅尼経額揚聖救論j...... J 
との記述が見られる Oこれによれば、玄笑の誇場では複数の経典の漢謬を伺時に行っ

たことがわかる o 元号事救銭jなどによれば、貞親十九年 (645)から永徽五年 (654)

(皇内?玄態音義j末巻の n可毘遠藤)11員正理論j音義)にかけての九年間に、玄突の議出した

経典の数は五十六部(l呂田盟十九巻)にも上り、かなりの速度で謬経が進んでいたと

見られる O これに釘し、(表のにも示したように、 f玄J.~音義i はその五十六部の

半分にも満たない二十六部にとどまっている O また、 f玄懸音義』の巻次を見れば、

必ずしも、玄突の諜経年次}I/夏とは一致していない。この巻次のさまは、後世人の

手の附加を想像させる絵地をもつが、玄態自身がこうした編次を行っていたとすれ

ば、玄態は、 5華経時に抽出した語辞を整理し、後にそれらをほぼ部類に従って配列

した可能性があり、賓積、大集、経集、般若、浬繋、密敬、球効n、毘畿といった概

ねの流れをもって難譲の術語の多出する長容の議伽、 j主畿部の経論に多数の音義を

施していたとも推考される O そしてまたJ玄際音義jの掲出語、株項を通覧すれば、

玄躍は玄突の詩経に逐次に、しかもそのすべての諜出経論に音義を施していないこ

とがわかる O

ここで、〔表2Jの{玄感音義jの候自数と玄漢の諜経巻数を比較してみよう O
首然のことながら原経典の巻数が少ないものほどそのf窪田敏が逓減するのである

が、例えば、{分~Ij縁起経j 、 r1911地経jのように、 fEiかにし 2の音義侠日しか存

在しないものも見られる O こうしたことは、詩出に加わっていたことが判明するf因

明入正理論Jや f天請間経jのように短品の経論について、その音義を残さなかっ

た理由を推考させるのである O しかし、これとは逆に、『玄態音義j在二十二の f瑞

伽締地論j、同巻二十四の『何毘達磨{具合論』、及びj可巻二十五の ni司毘達磨}II賀正理
論jの如き長巻の経論においては、玄庭は原経典に封して完全に巻を逐って音義を

施している(殊に『阿見達磨倶舎論j)のである O

ところで、額慶元年(656)以降に誇出された長巻である『毘達磨大毘婆沙論j及び『説

一切有部設智論jについては、玄態はその詩出に加わっておりながら、字句の音義

も残してはいないのである O 富持の年限からすれば、恐らく、玄嬢自身の命日系の急、

迫があってか、これらの経論の音義が生み出されなかったのではあるまいか。

なお、高麗裁『玄)窓音義J巻二十四所牧の rli可毘達磨倶合論』の音義について一

言しておくと、この論の音義は高麗裁では巻二十九で最後となっているが、これは

誤りである o fl原動具那」候より以降が何れも向論巻三十の語句であることが確認

できる O
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3、玄膝示寂の時期についての再検討

玄躍の生涯については、{専承、摘録された古文献がないが、その示寂の時期につ

いては、かつて申告日3喜一郎、陳垣、局調諜氏ほかが論考を試みたことがある O この

うち、瞭垣氏は、玄懸の事跡の消息を遁宣の『大唐内典録jから推測し、 f積高僧惇J

の成立時期に基づき、

r~内典録J 撰於麟徳元年、則感卒在麟徳以前失。『積高イ曾f専』撰於貞観十九年

.・・・・別感卒在貞観以後J

と連べ、玄!懸が示寂したのは、唐の貞続年以後、麟徳年以前にかけての開であると

推定している〔削〕。しかしながら、貞観十九年 (645)から麟徳元年 (664) までの間

には、貿に約二十年間の隔りがあり、陳氏の玄磨の示寂時期に劉ーする推論には、な

お精確さが欠けるところがあった。こののち言語事者のj琵秘諜氏も、『玄庭音義j

巻二十郎、に二十五の『阿毘達磨倶合論jn可毘達磨}II買正理論jの雨経は、何れも
玄突が永徽五年七丹に諮出したもので、 f玄態音義jの成立は永徽末年と見られる

ため、

f玄!寧不卒於永徽末、告p卒於額慶初」

となるとの見解を示している出 7)。これは、玄鷹の示寂した時期の特定を幾分狭め

たこととなったのであるが、線、周雨氏の見解は、何れも推論であり、資料的には

裏附け'に乏しいままであった。

ところで、取11田喜一郎氏は、玄態が貞観十九年以来、玄突の例経誇場に参列し、

詩経活動に加わっていることを詳考し、誇場での行~I犬をもとに、次のように推論を

綴っている〔注 8)。

「玄!震は恐らく「大般若経」の完成を見ない中に龍朔元年の秋か、暁くとも龍

朔二・三年の間に示寂したものと思はれるのである。」

このように、現存の限られた資料から玄j患の示寂時期についての幾種かの推論が

出されたのであるが、この問題についてはさらに検討の鈴地が残されているように

思われるので、ここで諸資料を改めて結検しながら、玄庭の示寂i時期を推考してみ

ることにしfこい。

さて、〔表1]中のn可毘達磨大毘婆沙論j泰第一(間一切有部設智大毘婆沙論J)の f誇
場列位jには、玄!穫の名が「大慈恩寺沙門玄震正字」として確認できる O また、こ

の{大毘婆沙論jの諜経i時間については、『開元韓数録j巻八によれば、

r 11可毘達磨大毘婆沙論二百巻、見内典録。五百大阿羅漢等造。額慶元年七月
二十七日、於大慈恵寺翻経院譲、至四年七月三日畢。沙問嘉向、大乗光等筆受。J
とされている O 従って、玄感は、この f阿毘達磨大毘婆沙論jの詳経に加わる額慶

元年までは在世していたことが明らかである O

また、玄突の詩場で諜経事業にかかわる玄懸の名は、上表の額慶二年 (657)に f設
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一切有部設智論jの誇場列位中にも確認される O 設該資料は、柿田喜一郎氏が日本

の古鶏経より接見したものであり、その原潟経は印申出喜一郎全集j第一巻「東洋

皐説林Jで一枚の口総として掲載されている O この掲出窮i異によれば、尾題「説一

切有部委智論巻第一Jに議いて下記のような「誇場列位」が見られる O この資料は、

中国侍存の資料中には徴し得ないものであり、玄懸の賞11寺の状況を究明する貴重な

手がかりのーっともなるものである O 因みに、神田氏自身が玄態関係の論考を主主表

した後に設見したこの題記と「誇場列位Jを引録しておくこととしよう O

説一切有部設智論巻第一

額慶二年正月廿六日於長安大内}II貢資問三戴法師玄英奉 詔i翠

洛ナH天宮寺沙門玄郎筆受

西明寺沙門紳察執筆

同ナ1'1貌ft寺沙問海:戴筆受
大慈恵寺沙問大乗光筆受

大慈恩寺沙門前予選綴文

西明寺沙門慧立殺文

大慈窓寺沙門玄藤正字

大慈恩寺沙門法祥誼義

大慈恵寺沙門林泰設義

大慈恵、寺沙問普賢詮義

弘福寺沙問嘉尚筆受

大慈恵寺沙問離通執筆

大慈恩寺沙門前j3肪筆受

大慈恵寺沙門透玄綴文

西明寺沙門玄別綴文

大慈恩寺沙門義褒正字

大慈恵寺沙門葱貿議義

i吉明寺沙門慧景詮

大慈恩寺沙門普柴諮義

大慈恵寺沙門明攻諮義

榊田氏は、この資料に関する所蔵等の詳細を記述していないが、掲出冨版の後背

に次のような解説を I){~' している O

「ここに掲げたのは天平海経説一切有部護智論巻ーの末尾に存する誇場列位で、

列名の中に「大慈恩寺沙門玄藤正字」の一行が見られる O これによると玄際は、

額慶二年正月までは、少なくとも生存し、玄突の誇場に在って党焚の翻諜事業

に従事してゐることがわかる O最近わたくしの新らしく後見した貴重な資料で、

本書の一八七頁、及び一九五頁の記事を補正することが出来る。J

f説一切有部議智論jについては、 f関元稗数録J巻八、及び審第十三(別録之三)

に次のような記述が見られる O

「阿昆達磨後智論二十袋、(見内tU!-録迦多約尼子造、第二出興奮八擢!支論i司本、額慶二年正

月二十六日於西京大内JII真賢間諜、主五年五月七日於玉華寺畢、沙門玄員IJ等筆受)J

Ili可毘曇八鍵度論三十巻(迦施延子造、或二 1-岩三i険)、符秦蔚賓三蔵イ曾幼1]提婆共竺

イ弗念諜(第一語)0 阿毘達磨後智論二十巻(迦多桁尼子連)二i鉄大唐三戴玄突謬(出

内典銀第二詳)。右上二論同本異課。部是説一切有部封法液之根本…...J 
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これらによれば、この『説一切有部設智論jは、迦多桁尼子の手になる rr珂毘
曇八挺度論jのことで、最初に存秦(能秦)の借伽提婆共竺例念が誇出したもので、

次に玄突が額慶二年正月二十六日から額慶五年五月七日にかけて、西京大内)11真賢

!割、及び玉華寺において蒋誇出して、その名も n可毘達磨護智論Jと改めたもので
あることがわかる orlm元禅敬録j巻八に記速された謬経時間、誇経の場所等は、
最1[11茸喜一郎氏所掲の天平窮経の抄字と一致している O 従って、この「誇場列位J中

に「大慈恩寺沙門玄腔正字jが見えることから、玄l患が少なくとも額慶二年正月ま

では在世していたことは確賓となろう O

また上記の rr~~元務教銀j 巻八に見られる『阿毘達磨護智論』の誇経時間は「穎

慶二年正月二十六日於西京大内傾賢間諜至五年五月七百於玉華寺畢jとなってい

るO この r(樹監)五年五月七日」まで玄懸が賓際に誇場にいたか否かについては、
現在、これを確認できる資料が見出せないので、論断は不可能であるが、玄庭が額

慶五年五月七日まで在世していたか否かを含めて、額慶初年tj，ll.年の玄懸の足跡、につ

いては、さらに傍世資料等にもとづき追跡可能なところがあるようなので、章を改

めて小孜を試みることとしたい。

二、玄感と『大般若経音義jの際係

l、玄牒と[大般若経音義Jについての先行論考

前111由喜一郎氏は、 f玄1fJ!音義jtj、外に、 f東域{専燈日銀jr注準法相宗章疏j等に
記載される玄懸の撰~とされる供書について、「撮大乗論疏十巻J r続中透論琉口巻」
rl翠明入正理論疏三巻Jr成唯識論開設一巻Jr大般若経音義三巻Jを奉げ、これら
を概説して玄懸の事績の考察を進めた。このうちの「大般若経音義三容Jについて、

i司氏は、

「尤も「東城侍燈白銀jには「大慧度経音義三巻jとあるけれども、慧度とは

党語の般若波羅蜜多をi英語に諾したもので、剖ち「大般若経音義jのことであ

るor大般若経」はこれ亦た言うまでもなく玄突が詫朔三年に諜了した有名な
六百巻に上る大部の経典である o 玄懸のこの音義は「一切経音義Jとは日uに単

行したものと見えて、一切経音義の中には含まれてゐない。J(加知は筆者)

と述べ、『東j或傍燈日銀j所録の『大慧度経音義J三容を玄突が龍朔三年 (663) に

諜了した六百巻の『大般若経jによる『大慧度経音義j三巻と解稗している[i主9)。

こうした党漢詩語の解轄を護端とした神田氏の論考を契機として、玄庭、及び『玄

態音義j、また、日本に於ける f大般若経音義J研究の論考が数多く生み出される

こととなった。
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さて、 f東域{専燈呂録jなどに見られる f大慧度経吾義j三容とは、玄突が龍朔

三年に誇了した六百容の f大般若経jによる f大般若経音義iなのであろうか。また、

玄躍が f大般若経音義i三巻を撰;!した事賓はあるのであろうか。この問題にかか

わる事柄については、神田氏ののちに築島裕、沼本克明、池田証寿の諸氏が、それ

ぞれに論考を護表している〔注 10)。諮論考の要は、 f東域{専燈自録jなどに掲出され

る『大慧度経音義j三巻が、玄突の新謬した六百巻の f大般若経jによるか否かの

解棒、換言すれば、玄麿その人がその音義を撰述しているか吾かの理解、考誌にあっ

たO

今それらの一部を示すと、先ず、築島裕氏が日本遺存の各種の f大般若経音義j

の総覧を進め、先撃の論考をおさえながら、各音義の特徴を論述していく中で、第

一に玄磨 f大般若経音義j三巻を置き、 f現存しないらしいJと記して、高山寺本

f東j或傍燈目録jの表記により、「東寺」にこの音義があった可能性を述べ、この音

義の存在を肯定的に扱い、 f玄騒音義j 巻三所i肢の f控訴般若 ~1支縫蜜経j 音義とは

別物との旨を綴ったのである O ついで、沼本克明氏が石山寺戴 f大般若経音義jに

関して、その注文を{玄j患音義jと比較して、「非常に相似た注文に依って構成さ

れている」として、「本書は玄!穫が別著した大般若経音義を抄出するに依って成立

したものではあるまいか」と推定するに至った O

これに釘して、池田証寿氏は、石山寺戴 f大般若経音義j、及びこれと同種の来

迎院寂 f大般若経音義j を信行『大般若経昔義三巻j にあたるものと認め、 ~:lillli\ 山、

及び注音の賀態、を大治本 f玄懸音義j等とのi苛で比較調査を進め、信行撰;症の依拠

が『玄麿音義jであったらしい、との結論を述べるに及んでいる O 池田氏はさらに

f玄庭大般若経音義Jの存在そのものを疑問視し、玄底の[大般若経音義Jに翻す

る記述が、中国文献に見られないこと、玄醸の波年と『大般若経J誇出の年代により、

玄麿が f大般若経音義Jを撰述したとすることは全く不可能となること、日本にみ

える f玄麿音義』の記述に不審な黙があることから、玄慮 f大般若経音義j、乃至

玄庭『大慧度経音義』は、玄!穫の『摩詞般若波羅蜜経jに釘しての音義と考えられ

る旨を表明することとなった印 ll)。

ここで f東域惇燈昌録jr注進法相宗章疏jの関連笛所を掲出したのちの池田氏
の文を引記しておくこととしよう O

「注進法相宗章疏には、…(中 111告).一玄応の大般若経音義三巻が見える O 一方、

東域伝燈目録には、 ・・(I干iJ暗)...大慧度経音義とあり、これは仏書解説大辞典

の解説の如く鳩摩羅什訳の摩詞般若波羅蜜経四O巻に対する音義であると考え

られる O摩訴殻若波羅蜜経の音義は玄応一切経音義巻第三におさめられており、

東域伝灯日銀の記述はこれをさすものであろう O 一....J 

池田氏は、 f東i或イ専燈!ヨ録Jの撰者永超と『注進法相宗章疏j撰者の戴俊とは同
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じ法相宗の皐侶であり、血脈相承ーと雨者の関係が密接であることを考え、『注進法

相宗章疏j中に記される「玄懸の大般若経音義三容は、蔵俊の意改によるものでな

かろうかと憶測されるのである。」と述べている O

沙門玄腔が玄奨誇出の f大般若波羅蜜多経j(11陪都『大般若経j、以下この栴を用う)の

音義を撰述したか否かについては、その生卒年の推定にかかわり是非の論が早くか

ら出されている O この問題は、日本古海経関連文献中の f大慧度経音義Jの内容の

推定をめぐって、上主主したように、玄笑新謬の f大般若経jの音義と見る紳田氏ら

の見解や、これを蓄詳の鳩摩経什詳出の『摩詞般若波羅蜜経』の抄潟と見る池田氏

の考詮がそれぞれに行われていることにも関連している O

ところで、近年、徐時儀氏が、神田氏の後言をもとに、『大般若経音義Jl (r大慧j支

経音義J)三巻とするものを玄庭自身の撰遮と見て、さらに、後背沙門可洪撰述の『大

般若経j巻第五五十の fl閥均Jの語の注文 cr新集蔵経音義随画銑j第一制(第五十五枇)

所l段)、「態和尚音義i三i、飛也飛而不動白滞也jをもとに、 f慧1十本音義j巻ーからを三

に牧録された『大般若波羅蜜多経j音義の第一巻から第三百四十九巻の部分に玄!奮

が音義を施していたものと推定する見解を出している〔注 12)。この徐氏の推論につ

いては項を改めて述べることとしたい。

2、玄憾と『大般若経音義jについての再検討

諸氏の論考については、就に-述べた通りであるが、ここで筆者の気I~吋いた玄庭と

『大般若綬音義jに関する一、二の事柄についてさらに記述しておくこととしたい。

先ず、「慧)支」、すなわち『大慧度経jとは何かについてである O このものに関し

ては、新羅借・元践の『大慧度経宗要J中の次の文が注意される O

「所言 rJ輩詞般若波羅蜜j者皆是彼語。此土語之云「大慧度」。由無所知無所不
知故名潟「慧」。無所到故無所不至Ij乃名矯「度」。由如是故無所不能能生無上大

人能額無遜大果。以、此義故名「大慧度Jo・・....JCL! rJ印は、筆者)

文中の f彼語」とは、彼の圏、天竺の語すなわち「党語ム「此土jとは、此の園

すなわち f漢土Jを指す。文中には「控訴般若波羅蜜」はすべて党語で、漢土(大唐閤)

ではこれを意課して f大慧度経Jという、と記されている O

ところで、玄撲が龍朔三年に誇了した六百巻の f大般若波羅蜜多経Jのうち、

IITl百八十一巷は玄央自身の手により新たに謬出されたいわゆる「新誇」で、これ以

外のものは、玄突が蒼詳を基に改詳したものであり、「重誇jとされるものである O

この「重諜jの部分には、漠代末以来、草行語出された二十数種の般若経、例えば、

商菅・無羅叉諜の f放光般若経j(二十巻)、西菅・竺法護誇の『光護般若経j(十巻)

をはじめ、後秦-鳩摩羅什によってj英語された f摩詞般若波羅蜜経jC二十七巻、或いは、

三十巻、または四十巷)も含まれ、般若経の fl可本異誇」がすべて玄突の六百巻『大般
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若波羅蜜多経jに牧められている O しかし、「摩詞般若波羅蜜jを揺す意詩語、「大

慧度Jを冠する f大慧度経iの諾は、玄笑が貞観十九年から二十年にかけて諜出し

た f額揚聖教論j巻四に見られるだけで、後に謬出した f大般若波羅蜜多経iには

所用例が見られないのである O ここで元暁が誇す「大慧j支Jの原誌を f摩部般若波

羅蜜jと記し、「摩詞般若波羅蜜多j乃至「大般若波羅蜜多Jと綴っていないこと

に注呂しておく必要があろう o r摩訴般若波羅蜜Jは蓄諜の語であるからである O
さてJ玄態音義j中の巻三には、上掲の付文光般若経 r光讃般若経Jと共に、f摩
訴般若波羅蜜経j(四一卜巻本)の音義が牧録されている事雪ぎがある O 蛍然のことながら、

これらの音義の撰速は、玄突の新誇の六百巻 f大般若経Jが完成する以前の

を釘象としたものである O 因みに日本幕末の江戸芝増上寺に住した古経堂主こと鵜

飼徹定は、古海経の蒐集と誠査を行い、 13著を遣しているが、その著録i中に河内積

光寺裁の f大般若経j巻第百九十八末尾の龍朔元年十月tl-日の紀年のある日事場列

位j記を抄寓している O そこには「正字JJ散を行って来ていた;玄l患の名が見られな

いのである O 玄突が類慶五年正月一iヨから諜出しはじめた六百巻の f大般若経jに

かかわる玄躍の足跡が確認できないこととなれば、{東域侍燈目録jに掲出される

玄態撰とされる f大慧度経音義J三巷は、玄突の新課した f大般悲経jによる

ではない可能性が高まるであろう O 池田氏の説く通り、 f東j或告~燈日銀i 所記の

玄態撰とされる「大般若経音義三巷J、乃至 f注進法相宗主主j琉j所掲の「大般若経

音義三巻Jとは、玄英新誇の f大般若経iによるものではないように推測される O

f東域博燈iヨ銭jに記される f大慈度経音義jの書名は、 f大般若経音議長iであっ

たものが前記の元焼の論著名に引きずられて表示され、通行するに及んだものとも

想像され、この書そのものが玄j患の撰とするならば、 f大般若波羅蜜多経』とは別な

奮誇四十巻本「摩謂般若波羅蜜経」の昔義であったと推定してよいように見られる O

若し玄感撰との表記が依託であり、そのものをそのまま記したものであったならば、

この書そのものが、 f大般若波羅蜜多経jの誇出中、或いは、誇了後の音義書となり、

甚だ貴重なものとなるが、これを確認できる資料は現在までに出現していない。

なお、 f東域{専燈日銀Jでは、『大慧度経音義Jの項に先置された書中に「大慧度

経宗安一巻Jとの表記があり、そのもとに小字で「元暁撰依大品等jとの文字が記

されている o r等Jとの語は、大品を主としたもの以外にも依用のものがあること
を示そうが、表記中の「大品jとは「大品経J、卸ち『大品般若経j、鳩摩羅什詳 f摩

詞般若波羅蜜経』のことである O これについて、『開元稗数録j巻十九には、次の

記述がある O

「摩前般若波羅蜜経四十巻(亦云大品般若経、儒耐T録云、大出l或二卜1m巻、或二ト七巻、或

三十巻)六百二十三紙。J

また、 f大唐内典録j表第九には次の記述がある O
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fJ事前般若波羅蜜経(I羽十巻或三十巻六百一十九紙)後秦弘始年羅什於常安趨逢圏西

明閤誇右一経。fJtr後十誇。謂放光光讃遁行小品。各有新奮。明度無極遺日抄品。

重沓竿尋。奉前以統大義斯室。玉華後誇大般若者。期乃明智t~一化十有六舎。依

曾敷設六百許巻。可誇智度大遁例従来。智度大海無涯極。得在供養難用常行。

故ki什詳論千巻有館。秦入所傍十分Is各九。今郎通貰彼此槌時制宜。j

いったい、玄擦が音義を撰述した時、その釘象経典をどのように表示しているの

か、ここで改めてその情況を確認しよう O 貞観十九年五月から帝認によって玄英主

宰の誇場に f正字J役として参加した玄擦は、その撰著『玄嬢音義』第二十一容器

頭以降第二十五容末尾まで、経文中の字句を抽出しその音義を記述しているが、そ

れらの経典名については、玄突の諜出した経典名に従うことを建前としているよう

であり、 111各栴することはあっても怒意的にその経典名を愛更することは行っていな

い。このことは『大慧度経音義jとの書名が玄懸のものでないことを示唆すること

となり、 f大般若終Jすなわち f大般若波羅蜜多経Jの誇場に加わった形跡、を確認

することができない玄臆が、『大慧度経jと意改された新諜『大般若経jの音義を

残したと見る推測は破綻を来たすこととなるわけである O なお、 f東域{専燈 jヨ録j

には、 f玄感音義J中の『倶合論音義J部分を抽出したと見られる一巻本を記して

いるので、「大般若経音義三容」は『摩詞般若波羅蜜経音義jを別行させたものの

ようにも推考することが可能となろう O

次に、 f大慧度経音義jI~I] ち f大般若経音義j を、玄鷹所撰の玄笑新誇『大般若経j

に釘する音義である、とする徐氏の新論についても一言しておくこととしよう O こ

れを述べる徐氏の文は下引の通りである O

「後菅沙門可洪所撰~<新集戴経音義随画録〉春一種〈大般若経〉第五十五巻

“物朔"戟“感和向音義司、飛而不動日朔也¥検慧琳 f一切経音義』巻ー至

恋人格〈大般若波羅蜜多経〉其中巻一至巻三稗該経第一至第三百四十九巻音義、

白此可能推断玄臆至少曾撰有『大般若経j第一至第三百四十九奉者義。」

『大般若経音義ja大態度経音義j)三巻と記されているものが、玄笑新語の『大般若経j

全六百巻中の第ーから第三百四十九巻にあたる部分の玄磨撰述の音義である、と推

鴎iする徐氏の論考の根拠は、後菅-可j共の記す「態和尚音義日、飛也飛而不動日朔

也Jとした注文、及び『慧琳音義j所牧の『大般若経音義Jの巻次であるが、沙門

可洪の記す「懸和1向音義自」、乃至「嬢和向日jの引用文については、その詳細を

期i検する必要がある O ここで、徐氏の根拠のーっともされる可洪昔義巻一所牧の『大

般若経音義J中の掲出語「鞠朔jについて確認をしてみることにしよう O 高麗大薮

経所i肢の可洪音義の該嘗部分は次の通りである O

「鞠海上五高反下絵羊反按朝高也謂高飛荷謹遊感和尚音義日飛部不動日朔也話不折麹也J(第五十五I!民

f大般若経j悲第五五五十)
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この掲出諾に関しては可洪音義所牧の『大般若経音義j中に、

「朝H~1 上五高反下似学反高飛部不動態也J (第三十!l]l挟 {大般若経j巷第三百三一1-二)

「鞠朔上五高反下似羊反J(第四十二i扶 f大般若経j巻第盟百五十二)

の注音義が見られるが、第五十五i扶 cr大般若経j巻第五百五十)の音義僚にのみ 11，堅手IJ

向音義巳」の文字が記されている O

さて、この「鞠叛」の語については、既知の玄感涼撰の音義中にも以下のものの

存在が確認される O

「朝H者 五高反廻飛也飛而不動iヨ端 科-名云鞠謹也言逸遊也湖伴也 r~~J-1方待也J(巻第…印~:m陀総)'E，経i

第一巻音義)

「鞠均 五高反田飛而不動臼期滞名云純i逝也吉選遊也謝洋也百訪伴也J(悲第十-正法念経j第

十六巻音義)

「鞠朔 五高反廼*也飛而不動白期務名朝遊也(巻第二ト二 n最曲j]師地論j第十九巻音義)

また、玄躍の後に慧琳が f玄態音義jを含む音義を集成した f慧琳音義jにも次

のような「鞠鶏jに釘ーする音義が残されている O

「鞠湖 上{我高反下象羊反鄭護符云卒者j首選謹也綿詩云遊也閣総叫すi竜也説文廻飛出誼JI~~'芋 J <r大般若

経j第三百三十二巻 f慧琳音義j巻第三)

「鞠類 上吾高反下タ羊反毛詩云莱制11総趨云鞠制首選謹也制ill云;総潟醜其飛iヨ期抑制二i布組側均也字

統云飛不動麹日刻説文云翻刻趨*也此二字皆提羽紺13・お字羊学皆殺也

1m百五十二巻 f慧琳音義j巷第五)

<r大般若艇j第

「鞠湖 上我高反下徐羊反鄭玄鐘毛詩云純j務H援遺遁也線設云湖邦遊也制iíl鞠均 .\~J* 也刺11 FlfjlJj期制l~ tI~考

韓云鳥飛往来緩経貌也古作期説文云朝類型飛也投従羽皐音潟羊皆盤也Jc r大般若経j第五百十七巻 『慧

琳音義j巻第六)

封象経論の文字、辞匂の蒋解に問題を見る時、可洪はさまざまな先撃の文言を記

すのであるが、可j共は首尾十載を経て綴撰した自編著の音義の序文に、

「洪倖依龍蔵披覧衆経 方経律論{専七例之中 録出難字二十五省 •.•••• 異音

切者総ート二万二百二十二字J

と記し、さらに

「所有諸師誤稗経裏諌文並皆詳審是非註之。部内イ乃輿耀11自紀遮、j原由諸領率j共{需。

望不噴於寡拙耳J

と綴り結んで、いる通り、問題となるところは諸碩皐洪儒のものを源として是非を註

したと言うことであり、この原拠が藍ちに嘗該の箇所についての諸先撃の設である

とは~c していないことである O

「鞠朔Jの語に関して言えば、上掲したように、可洪は、『大般若経音義j中にこ

れを三出させ、音と義、乃至音のみの注を施し、しかも『大般若経j巻第五百五十(高

麗議所牧 f新集蔵経音義i極函銀j第五十五i扶)の部位では、!懸和伶音義をヲiいてこれを詳述
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している O しかし、その綴文には、きわめて興味ある内賓が含まれているようであ

るO ここで、この「鞠朔」の注文について黙検して見ることにしよう O

さて、この注文では、上字と下字の護音を反切で表示し、上字の「鞠j字につい

ての按諾と感和尚音義をヲ|く下字の f均J字の解とが綴られているが、 f法矩陀羅

尼経j等三種に残されている f鞠朔Jの語についての玄麿の昔義では、上字のみが

「五高反jと表示され、下字については語解を綴るままで讃音への言及を歓いてい

るO ところが、可洪は、下字についてもその反切を記し、その上で、諾全体の語緯

を施してその中に態和尚の句文を摘録しているのである O こうした可洪の注文につ

いて、可洪も頻繁に参看していたと見られる慧琳 f一切経音義Jと比較すると、そ

の舎からの影響は少なく、下字に反切で注音する形を倣い、語稗の部分で f爾雅j

1:13来の「高飛Jの稗文を引記する程度であることがわかる O

可洪が引く「朔」字についての磨和向の諾轄の文、「飛而不動日朔也jは、『玄嬢

音義j 中の{法土I~陀羅尼点差j 第二巻、乃至『喰伽部地論j 第十九巻に記されていた

言句を可洪が巧みに採録した視があり、また、玄懸の引く「鞠」字に関した『緯名j

の文も、可洪が巧みに抄録しているものの如くに見える O なお、可洪が綴る f大般

若絞J巻第三百三十二(高能瓶所牧 f新集識経音義随商銀J第三十四 11決)の同諾への注文、「高

飛市不動麹」は、 f爾雅jと慧琳の引く f字統Jの文を接いだものと見られる O
沙 I~EJ 玄感が『大般若経J の音義を撰述したか否かについては、現在、確賓な根

拠となる資料を徴することはできず、却って、この大経の詳出に係わる誇場にも

列していないことを窺わす資料、例えば、 f大般若経Jの巻第一吉九十八、問答第

二百三十二、!司容第三百四十八の末尾に記された誇場列位に玄懸の名を依く事賓(次

節参照)が確認される中で、こうした可洪の引銀の文言は、 f大般若経jの嘗該部分

に開けられた音義注でない可能性、部ち可洪自身が関讃して知悉していた、先挙沙

門玄感が~IJ経の下に記した音義の関連する部位を撒録、援引したように推察される

のである O

可j共が51く玄!患の音義については、『大般若経j巻第三百三十二及び向巻第

五百五十中の「鞠掬」の注文以外に、次のようなものがある O

o 1或離しI(r大般若経j巷第五十三、四百 1-1盟、五百十七)の注文
日産手IJ伶去宜作撲九縛居碧二反J1懸和尚作倶縛反j

o r騒JR裂Jcn監部般若波羅蜜経j巻第八)の注文
「又!接手IJ拘音義云宜作撲九縛居碧二反爪持'自J

o 11肘兜率陥J(r控訴般若波羅蜜経i巷第十二)の注文
11選和尚音義作腕兜並先安反此云正喜亦正知足也兜率此云妙足j

o 1有~昆J ( r陛詞般若波羅蜜経j巻第四十)の注文

IJ.憲和尚云轄絃者也J



o r是s宅J(光讃殻若波羅蜜経j巻第七)の注文
「庭和尚音義以自宅字替之竹嫁反非也j
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これらを通覧すると、可洪が、ほほj京経典の嘗該笛所に~甘された先皐玄擦の言匂

を引いているさまと共に、 f大般若経jの掲出詩の注文にl請しては、これと同語の

注文が見られる、 f玄懸音義j中の審第一所牧{大方j費税i華j議経j第五十八巻、同

巻第三所政の f摩詞般若波羅蜜経j 第八春、!可巻第九所~交の f大智 j支論j 第十八巻

の各々の注文を遁玄節略しつつヲ!録しているさまが観察されて来るようである O 可

j共は、経典の字句の音義の解説に、玄態の施注していなかった、或いは施注できな

かったところにまで、別所の注文を移入して注昔、語解を行っていたのではあるま

し1か。

ここで、さらに、可洪の「鞠朔Jの注文li:::Jの反切表記について追記しておくと、

上字は「五高反Jとあるので、玄l穫の泊三音を襲ったものであることがわかり、玄賂

が注音していない下字については、可洪は、円以羊反J(21如、「徐羊反J(1IITl)と表

しているため、この下字の表示の中に、慧琳が「象羊Jj(Jrタ羊反Jr徐羊反Jと
記すものから導かれた「徐羊反」の注音と可洪溺自の「似羊反Jとの注音が混じっ

ていることが確認される O しかし、この可洪溺自の注音と見られるものは、別経典

である f増一何合終J第五十一巻や f十諮律;第十七巻で玄懸が注文に認めた同韻

字の「伴j字の注音円以羊反Jを援用したものと推測されるのである O

こうした可洪引銀の玄際和前の音義について、伎にその音義のすべてが、玄熊本

人の手になる嘗該箇所についての純然、とした音義そのものだとするならば、{大般

若経j巻第五百十七や!可巻第五百五十が誇出された嘗時、間ち龍朔三年 (663)の春

夏の時期に、玄l奮はいまだ在世して衆経音義の著作を進めていたことになり、次

節にも述べるが、現在、把握できる資料から見て、 f大般若経j各第一百九十八以

下の誇場列位記中にその名を鉄く理由と共に、徐氏が推断する f大般若経J巻第

三百四十九までの音義を玄躍が撰~したとする根拠が冥蒙となってくることであ

るO 結局のところ、玄!穫は、『大般若経Jの誇出11寺の初期に在世していた可能性は

あるものの、その音義は撰遮してはいなかったように想像されるのである O

3、玄態と『大般若経音義j一日本古潟経より-

さて、ここで、さらに、玄鷹が玄笑新詳の『大般若経jにかかわっていたか否か

を貼検してみることとしよう O これは玄懸の示寂持期の関l引?とも深く関わる問題で

ある O

『大般若経jの誇出11寺関については、次のような二種の記遮が見られる O

「至(額慶)五年春正月一日起首翻大般若経一....至能朔三年冬十月二十三日功

畢絶筆。合成六百答。栴潟大般若経駕。J(r大!吾大慈思寺三;減法相i博』巻卜)
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「大般若波羅蜜多経、六百答、額慶五年正月一呂、於玉華宮寺玉華殻、詳至龍

弟~三年十月二ト 13J (r IJr1 元~!~敬録j 岩第八)

玄!穫が、玄突の誇場で最後に姿を見せるのは、 f設一切有部後智論j(r阿毘達磨畿

桔i論j)の諜場である O この経論の誇出開始は、額慶元年 (656)であり、誇了は、額

)愛五年のことであるが、〔表1Jに示した遁り、額慶二年の「謬場列位jに玄蔭の
名が見えることから、玄!患は、額慶二年には在世していることが確認される O 額慶

五年までの在世は不分明で、はあるが、この頃まで在世していたことを考えることも

可能ではあろう O では、その翌年の龍朔元年 (661)、或いはそれ以降に、玄嬢は在

世していたのであろうか。この事跡、の一部は、日本俸裁の古窮経すなわち、河内薗

光寺磁 f大般若経J巻第百九十八末尾の表記〔注 13)、小)11魚二郎氏蓄戴(小川広己氏現

戴)、第三IJlI大破曾陳列 13所掲の「謬場列位Jを通して、瀧にではあるが、確認で

きるところがある O 因みに、『大正新11育大蔵経Jなどには牧録の見られない上述の

資料、及び f本邦古潟経』扇版二位 14)に掲出される太平寺奮戴和銅五年 (712)書

寝の潟経資料を奉出しておくことにしよう O

大般若波羅蜜多経巻第百九十八政尾

龍朔元年十月廿日於玉華寺玉華殿=戴法15百玄笑奉 詔誇

大慈恩寺沙門欽 d弓，，6:-とヲ.:rr:ζL 

玉 華寺沙門基 筆受

玉華寺沙門光 筆受

大慈恵寺沙門慧朗筆受

西明寺沙門嘉尚筆受

大慈恩寺沙門道測筆受

弘描寺沙門突絞筆受

大慈恩寺沙門窺 筆受

西明寺沙門玄員Ij綴文

大慈恵寺沙門紳肪綴文

大慈、窓寺沙問靖遇綴文

大慈恩寺沙問普通読義

大慈恩寺沙門榊泰詮義

西!明寺沙門慧景詮義

大慈恩寺沙門慧貴詮義

専嘗官経判官可聴主事陳徳詮

検校潟経使司曜大夫 臣経元春

太子少lini弘文館皐監修鹿史高陽郡開園公臣許敬宗等潤色監関



字率大態玄際法締挙跡小孜 21 

大般若波羅蜜多経巻第二百世二

龍朔元年十月廿日於玉華寺玉華殿=戴法邸玄笑奉 詔謬

大慈恵寺沙門欽 筆受

玉華寺沙門基 筆受

玉華寺沙門光 筆受

大慈恵寺沙問 慧朗

西明寺沙門嘉尚筆受

大慈恩寺沙門道測筆受

弘福寺沙問榊絞筆受

大慈恵寺沙門窺

西明寺沙門玄別綴文

大慈恩寺沙門最113妨綴文

大慈恵寺沙門靖遜綴文

大慈恵寺沙門

大慈恵寺沙問紳泰誼義

西明寺沙Ffl慧景諮義

大慈恵寺沙門 5登義

専首宮寓経判官 司種主事!凍徳詮

検校寓経使司躍大夫 i壬

太子少師弘文館準士監修圏史高i場者1~ I~~ 翻公臣許敬

宗等潤色監関

大般若波羅蜜多経巻第三百冊八

龍朔二年於玉華寺玉華殿三蔵法邸玄英奉

詔誇

大慈恩寺沙門 欽 筆受

玉華寺沙門基 筆受

玉華寺沙門光 筆受

大慈恵寺沙門慧朗筆受

西明寺沙門嘉尚筆受

大慈恩寺沙門道則筆受

弘福寺沙門紳絞筆受

大慈恵寺沙門 窺 筆受

西明寺沙問玄別綴文

大慈恵寺沙門榊妨綴文
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大慈恵寺沙門靖遇綴文

大慈恵寺沙問普通詮義

大慈恩寺沙門示IjJ泰誼義

西明寺沙門慧景設義

大慈恩寺沙門慧貴詮義

専嘗海経判官司鰹主事i凍徳詮

検校湾経使司程大夫 庄屋元饗

太子少郁弘文館準士監修図史高陽郡開園

公臣 許敬宗等間色監閲

藤原宮御寓 天皇o、慶雲四年六月
十五日登遮三光惨然四j毎週密長屋

殿下地極天倫情深福報乃魚

天皇敬寓大般若経六百巻用霊酸割

之誠湾

手IJ~時五年歳次壬子十一月十五日庚辰寛

用紙一十七張 北宮

龍朔元年 (661)十月誇出の f大般若波羅蜜多経』者百九十八、開巻二百世二、及

びその翌年の龍朔二年 (662)同巻三百冊八の誇場列位には、それぞれ「筆受八人、

綴文三人、議義四人jなど計十七人の名が列記されるが、その中には、貞観十九年

(645)五月以来「正字」大徳として詳出の一翼を捻っていた玄磨の名が見出せない。

額慶元年 (656)七月廿六日から始まる f阿昆達磨護智論』誇出の「誇場列位」に名

を見せる玄庭は、その翌年正月廿六の間経の「誇場列位jに名を見せたあと、その

後「誇場列位」の中にその名を見せないのである O

かつて紳田氏が考鐙の一部に記したように、玄庭の著述に玄突が龍朔元年五月十

日から十三日に及び坊ナト|玉華寺嘉毒殿で誇出した「球中遺論」に関する疏があった

と見られることを含めると、異質慶二年 (657)正月廿六日以降龍朔元年十月廿日以前

の間の「詳場列位」の遺文が未出であるが、玄謄は龍朔元年の夏秋の候に遷化、示

寂していた可能性が大と推測される O

ところで、紳田氏は、玄態が『大般若経j誇出の初期に従っていたと見て、『東

域{専燈自主張J記載の「大般若経音義三巻jは玄庭のものと推論しているが、果たし

てそうであろうか。玄懸が、 f大般若経jの誇出に参加していなければ、嘗然のこ

とながら!大般若経音義jを撰遮するはずがなく、玄嬢が撰遮したものがないなら

ば、後与さの慧琳がその引銀援用をすることもできなかったわけである O もし、玄謄

本人が f大般若経j議出に少しくかかわり僅かではあってもその音義を撰述してい
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たならば、慧琳以下の後肇はこれを援引などしていたものと推測される O ところが、

?慧琳音義jには玄態撰述のさまざまな経典に関する音義の引銀があるにも拘らず、

f大般若経jに関する玄躍の音義の採録が一僚もないのである O

ここで、本稿の最後に f玄態音義!の成立時期について確認をしておくことにし

よう O 先ずは f玄騒音義jについての最も古い消息を留める終南太一山蒋氏(謹宣)

の「大唐衆経音義序jを51いておくことにしたい。

「以貞競之末塵、勅召参得、綜経正緯、資鶏安録、 j翠誇尋;関、掠拾裁経、錦之音義、

註緯言11解、援引筆籍、詮擦卓明、:換然iiJ領。J

この文によって、一般的には、 f玄態音義jの成立時期を「貞蹴末年Jとするこ

ょが多いが、神田喜一郎氏が明解に指摘したように、「貞淑之末歴」は勅召参縛の

時を示す匂で f玄騒音義jを撰述した年限を指すものではない。これはその醤この内

容、すなわち、同音義の巻二十ーより以後の五巻の内容を貼検すれば確認で、きるこ

とである O この五容の中には何れも玄突の新議経論の音義、貞観以降に諮出された

経論の音義が牧められているのである〔注目〕。終南太一終氏遁宣は、その編著{大

唐内典録j巻五のiやでも、

f;1虫紋綴縁了、未及覆疏、遂従物故、惜哉。J

との f玄懸音義i成書にかかわる記述を残している O この文は玄!患が、[玄感苦義j

の綴稿をほぼ終えた直後に示寂したと惇えるものである O

f余以従心之年。強力1]直筆針通経数。庶幾?n~y支。幸奨後賢招其逮致{史法繁流被

j章j関{往還。量不好耶。龍朔四年春正月於西明寺出之J(巻第刊

と記す f大唐内典録Jの記述からも、また、上述した玄態の示寂推定時期からも、『玄

嬢音義jは、玄麿が示寂する直前の龍朔初年に脱稿したものと見て大過ないのでは

あるまいか。『玄懸音義J は、遁宣撰~の『大唐内典録』成書に先立つこと約四か

年頭には、ほぼその形を整えていたようである O

玄懸は、玄突の詳場に加わる以前の奮詳の諸経の音義と共に、玄突新誇出の経典

のうち、「正字J1哉として自らがかかわった諸経論の音義を取りまとめる中で遷化

し、額慶初年に誇出にかかわった毘曇部の大部経典二品については音義を遣すこと

治宝できなかったようである O

おわりに

字学大徳玄感法師の姿は霧に包まれる如く蒙昧とした!惑が深い。本稿ではこうし

た玄擦の事跡の一部とその示寂年について、新たに検出した「諜場列位J記の資料

を含め、限られた資料を用いて再黙検する作業を進めて来たが、なお追及すべき課
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題が現われたようである O

玄庭の示寂時期については、神田喜一郎氏がE本の古寝経中から後見した額慶二

年 (657)正月廿六日の誇出の f説一切有部阿見透磨後智論』巻一末尾の「誇場列位」、

及び向氏が提示した f東域惇燈目録j巻一著録の玄麿撰とされる「先手中透論疏」、

すなわち玄英三裁が龍朔元年 (661)五月に謬出した f続中透論Jについての疏、ま

た鵜飼徹定上人所録の天平海経、すなわち玄突が龍朔元年十月廿自に諜出した f大

般若経j巻第百九十八i抜尾の「詳場列位J記をもって龍朔元年夏秋の間を推定する

こととなった。額慶末年から龍朔初年間の諜場の記録が確認されれば、玄懸の示寂

年はより雑定的に把握されることとなるが、遺憾ながら、雷時の誇出大経である f大

般若経jの古潟経には、富頭から数-卜に及ぶ巻品は遺存しているものの、それらの

苦末には「詳場列位Jが見えないのである or玄懸音義jは、玄麿が示寂直前に畢
稿し、推考も果たせなかったものと停えられている O 玄突の誇経活動の一斑を捨い、

その生涯の宇ばを過ごしたと見られる玄態その人の示寂持期を確震に把捉すること

は、玄懸の著作の貿f誌を知る手掛かりを得ることにもなろう O 本稿中で小遮を試み

てはいるが、玄l警が玄突の誇場に永くかかわり作り上げた経論の語辞の音義を、い

つ、どこで、どのように編速していったか、こうしたことはさらに追究しなければ

ならない事柄である O

さて、日本古代の抄寓資料に玄懸の著作であると記される『玄展音義』、乃至 f大

懇度経音義J三者については、俄にこれが玄巌自身の手になるものとすれば、新羅

元i廃の記す義諜語「大慧!支J、音寝語「般若波羅蜜」の語等から、紳田氏が推定し

たような玄奨新諜の f大般若経j六百巻の一部を釘象としたものとは見られないこ

と、すなわち f玄感音義j巻三月Ff牧の『摩詞般若波羅蜜経昔義jにあたる可能性が

高いことを述べたが、これもまた玄懸撰とされる「大般若経音義三巷」の出現を侠

ち推論の賞否を検諮する必要がある O

なお、最中田氏がはじめて奉げた玄態の著作と見られるもののうち、『成唯識論開設J

については、「陛泉沙門玄慮撰」と惇えられるが、表記される「樫泉jの語が、出

自或いは本貰を示す語、部ち f醒泉j孫」などを表わす語ではなく、止住寺名であり、

これが仮託等でないものであるとするならば、この沙門玄藤は、字準大徳の玄庭と

問名の後代の借と判!新することも可能であろう O 因みに、「醸泉寺jは、玄笑三裁

の諜経時期にはその名を見ず、字皐大徳玄庭が活躍した後の時代になってその名を

大きく現して来る寺院で、貞元年間 (785~ 805) には、首時の有力な翻経借が住し

ていることが確認される O 例えば、貞元四年四月十九日の牒によれば、顔賓三蔵沙

問般若を中心に、光宅寺沙問手IJ言、慈恩寺沙門麿翼、西明寺沙門圏照、良秀が誇焚

諾、筆受、潤文を行う中、詮義を携賞した沙問超惜がここに居住しているのである O

玄感法師は、玄英三裁の誇経開始以前に字撃の皐徳をもって斯界に局知されてい
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て、のちに選ばれて玄英三裁の諜経活動の一翼を担い、大総持寺、大慈恩寺と玄英

三裁の膝下に暮らし、 f大般若波羅蜜多経jの誇了に際曾することもなく、龍朔元

年の夏秋の候に、大著?玄庭昔義Jの綴稿をほぼ皐え、示寂したのではあるまいか。

注

1. r謹場列位j資料については、池田温編 f中儲古代鶏本被詩集鍬』にも掲出される。こ
れらは近年の玄態、及び I玄懸音義jに関する研究において多く利用される O しかし、
場列位j関連資料の一部には、態i簡があるため、玄懸関係、及び他の諜経協力者の名が確認
できないものもある(例えば、?設一切有部{兵舎論i巷3、開巻4等)。また、 i司書:の刊行後に若干の新

資料も出現している。

2. 制1田喜一郎「総流の二大小皐家一智惑と玄感一Ja支部制第七巻第一号 i昭和八年、時1111]認一
郎全集j第1巷「東洋撃設林J!可郎会 昭和六十一年一月再I1立 196頁)

3. 築島裕「大般若経者義諸本小考J(東京大卒救護寄生部{人文科卒科紀要j第21附(臨文革.i英文敏)Yl 
昭和35lf三3月所I1文)、沼本克明「石山寺磁の字書-音義についてJ(石山寺文化財総合鈎査!j]縦阿山
寺の研究切経路 i法域館昭和 53年3月所船、池田証寿 f上代仏典音義と玄応一切経者義一大治本
新華厳経音義と信行大般若経音義の場合一J(r閤話題文研究j北海道大学部文学会第64サ 11自手1155年9
月 iW~女)

4. 徐時儀 f玄懸《衆経音義》研究j(中華欝局 2005年3月)、同{玄m塁手lJ懇琳一切経者義研究，j(上
海人民出版社2∞9年12月)、及び子亭 f玄感{一切経音義i研究(中間社会科学111版社 2009ilo 6 J1 ) 

5 貞観二十一年 (647)二月二十四日の f大乗五組論j一巻の謬経11寺に「糊経沙門玄賠Jの
表記があり、貞概ニト二年「内常侍観自在題記jをもっ n議伽師地論j巻第一百の完本(武
)+1古経堂所蔵)にも「大総持寺沙門玄臆詮文jの表記がある O 玄感はこのように概ね玄突の誇

経場で「正字」役として活躍していたと見られる。

6. I凍垣『中園側敬史籍概論j上海書応出版社 1999年3月52~ 53頁

7. 周組諜 f校讃玄態一切経音義後記J<r間学集j上1nJ-中華書局 2004年7月版 192頁)

8. 注2書 196頁

9. 注 2 書 18ヲ~ 190頁

10注3諸論文参照

11.注 3池田論文73~ 74頁

12.徐時儀『玄応和慧琳一切経音義研究J(上海人民出版社2009年12月)35頁

13.縁1I橋南渓徹定著『古経捜索録J乾坤 文久3年i間録(昭和四十七年八月J1¥;1:11東山事|霊1)

14.京都圏立博物館 Wil附縦長古経図録j二三五 箇版96(昭和三十九年三月)

15.注2書 196頁
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